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２．比誘電率の算出１．はじめに

図１に示す同心円電極構成で比誘電率Ｅ『の測定は，

測定試料を電極間に挟み，主電極と対電極間の静電容

絶縁材料の比誘電率及び損失率の測定は，体積抵抗

率や絶縁破壊強さなどの測定とともに絶縁材料の性質

を表す基本的な電気特性として重要な位置づけがされ

ている．近年の移動通信機器の普及に伴い，回路基板

の設計を行う上で，高周波における比誘電率及び損失

率（以下，誘電性と云う）の測定に対する重要性が高

まってきている．誘電性の測定において測定周波数が

数MHz以下の範囲では，同心円電極が，それ以上の周

波数では保護電極を用いない２電極法が広く用いられ

る．いずれの電極構成を用いた場合でも電極の大きさ

と電極間隔（試料の厚み）によって主電極の外側への

電気力線の拡がりの補正（以下、縁端補正という。）

が必要なことは知られていた．その計算式には双曲線

関数が用いられ計算が面倒なこと，比誘電率の測定が

補正に見合う精度で測定できなかったことなどから，

この縁端補正のために，同心円電極を用いた誘電性の

測定では，主電極と保護電極との間の距離（間隔）が

小さい場合にはその間隔を主電極の直径に加え，補正

する方法と，単に主電極の直径そのものを用いる方法

が用いられてきた．しかし，計測器の精度の向上に伴

い補正が必要な静電容量測定が可能となってきた．あ

わせてパソコン等の計算処理能力向上によって，補正

計算が容易な状況となってきた．

当研究所で実施した多くの誘電性測定について，補

正の加え方について検討した結果，ASTM規格に採用さ

れている補正式の有効性が確認されたので，測定例を

紹介する．
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図１同心円電極配置と電気力線の拡がり

量Ｃｘを測定し，次式により求める．

Ｅ『＝Ｃｘ／ＣＯ……（１）

ここで，Ｃ‘’は幾何学的静電容量と呼ばれ，電極か

ら試料を取り去った場合の真空中における静電容量で，

主電極面積Ｓ(mm2)と試料厚みｔ(、)をもとに次式に

より算出する．

Ｃｌ,＝0.0088542*Ｓ／ｔ・…｡．（２）

ここでＳ＝元ｄｌ２／４

３．電極有効面積の補正

幾何学的静電容量を決定する場合，電極の面積Ｓは，

主電極の外径ｄ,をもとに算出している．同心円電極

を用いて誘電性の測定を行う場合，図１の中で点線で

示すように主電極から保護電極の方向に電気力線の拡

がりを生じ，主電極直径は見かけ上,ｄｏまで拡がり，








